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「これからの理科教育はどうあるべきか 東洋館より発刊」手島利夫　　
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　お世話になっております。
この夏に書かせていただいた何本かの原稿の一つが東洋館様から出版されました。
https://www.toyokan.co.jp/products/5386

久保田善彦先生が編著者としておまとめくださっています。全体は、
第1章 問題解決のこれまでとこれから
第2章 学びに向かう力とウェルビーイング
第3章 「個別最適な学び」と「協働的な学び」
第4章 「つながる理科・広がる理科」
の４章構成で、私は４章の２としてＳＤＧｓ時代の理科教育について
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　というような調子で書き進め、
１理科教育は激変する世界で通用するか
　２カリキュラム・マネジメントで「汎用的な能力の育成」へ
　３子どもの学びに火をつける
の柱立てで話を進め、全体で１０ページほど書かせていただきました。
　全文をお伝え出来ないのが残念ですが、この本を契機に理科関係の先生方がＥＳＤへのご関心をさらに深めていただけたら幸いと思っております。
今回もお読みいただき、ありがとうございました。明日は・・・、
『いただきます.info』セミナー「食を敬う」
～～食文化、ＳＤＧｓから食品ロスまで～～
の登壇者の一人として、「江戸・深川の歴史を学び、この町を語ろう」の実践と深化
についてお話をさせていただく予定です。
小名木川での舟運や、物流のターミナルとして栄えた深川に生まれた握り寿司に
見られる１２の工夫などから、この実践の続いた８年間での子どもたちの進化まで、
７０分の授業みたいな講演をさせていただく予定です。
　ではよい週末をお過ごしください。

ＥＳＤ・ＳＤＧｓ推進研究室」　手島利夫
URL=https://www.esd-tejima.com/
　所在地：〒130-0025　東京都墨田区千歳１－５－１０
☏＝   　 090-9399-0891
Ｍａｉｌ＝contact@esdtejima.com
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【参考】ＥＳＤＧｓ通信：手島利夫が名刺交換させていただいた方に配信している不定期
なメルマガで、文科・環境・外務など関係省庁、大学・研究機関、教育行政、教員、政治
家、企業等々一般の方々も含め約1９００名様に配信中です。 contact@esdtejima.com　に
メールでご連絡いただければ、登録・及び削除、送信アドレスの変更等をいたします。
[bookmark: _Hlk65620706]よろしくお願いいたします。	
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